吹田市 (すいたし)社会 (しゃかい)福祉審 (ふくししん)議会 (ぎかい)
■令和 (れいわ)７年度 (　ねんど)第１回 (だい　かい)　障 (しょう)がい者 (しゃ)施策 (しさく)推進 (すいしん)専門 (せんもん)分科会 (ぶんかかい)
日 (にち)　時 (じ)：令和 (れいわ)7年 (ねん)（2025年 (ねん)）８月 (　　がつ)29 (　)日 (にち)（金曜日 (きんようび)）14時 (じ)～16時 (じ)
場 (ば)　所 (しょ)：吹田 (すいた)市立 (しりつ)千里 (せんり)市民 (しみん)センター (せんたー)　大ホール (だいほーる)
出席者 (しゅっせきしゃ)：竹 (たけ)端 (ばた)委員 (いいん)、大山 (おおやま)委員 (いいん)、川田 (かわた)委員 (いいん)、佐中 (さなか)委員 (いいん)、長井 (ながい)委員 (いいん)、水谷 (みずたに)委員 (いいん)、西村 (にしむら)委員 (いいん)、冨士 (ふじ)野 (の)委員 (いいん)、
楠 (くす)委員 (いいん)、川本 (かわもと)委員 (いいん)、利 (かが)田 (た)委員 (いいん)、大江 (おおえ)委員 (いいん)、野口 (のぐち)委員 (いいん)、白川 (しらかわ)委員 (いいん)、小池 (こいけ)委員 (いいん)、大谷 (おおたに)委員 (いいん)、
小澤 (おざわ)委員 (いいん)　以上 (いじょう)17名 (めい)
次 (し)　第 (だい)：議題 (ぎだい)
[bookmark: _Hlk207874628]１　委員 (いいん)紹介 (しょうかい)、会長 (かいちょう)・副会長 (ふくかいちょう)の選出 (せんしゅつ)
２　吹田市 (すいたし)障 (しょう)がい者 (しゃ)支援 (しえん)プラン (ぷらん)の説明 (せつめい)（者 (しゃ)・児 (じ)）
３　本日 (ほんじつ)の到達点 (とうたつてん)
[bookmark: _Hlk207874766]４　吹田市 (すいたし)障 (しょう)がい者 (しゃ)支援 (しえん)プラン (ぷらん)
（第７期 (だい　き)吹田市 (すいたし)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)及び (およ　　)第３期 (だい　き)吹田市 (すいたし)障 (しょう)がい児 (じ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)）の
令和 (れいわ)６年度 (　ねんど)実績 (じっせき)評価 (ひょうか)
５　次期 (じき)計画 (けいかく)策定 (さくてい)（支援 (しえん)プラン (ぷらん)・者 (しゃ)計画 (けいかく)）
６　各作業 (かくさぎょう)部会 (ぶかい)の指名 (しめい)（計画 (けいかく)策定 (さくてい)・手話 (しゅわ)言語 (げんご)等 (とう)促進 (そくしん)条例 (じょうれい)）
７　その他 (　　　　た)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)関連 (かんれん)施策 (しさく)

会議 (かいぎ)の経過 (けいか)
〇福祉 (ふくし)部長 (ぶちょう)の開会 (かいかい)挨拶 (あいさつ)
１　委員 (いいん)紹介 (しょうかい)、会長 (かいちょう)・副会長 (ふくかいちょう)の選出 (せんしゅつ)
〇委員 (いいん)の互選 (ごせん)により、会長 (かいちょう)：竹 (たけ)端 (ばた)委員 (いいん)、副会長 (ふくかいちょう)：大山 (おおやま)委員 (いいん)に決定 (けってい)

２　吹田市 (すいたし)障 (しょう)がい者 (しゃ)支援 (しえん)プラン (ぷらん)の説明 (せつめい)（者 (しゃ)・児 (じ)）
３　本日 (ほんじつ)の到達点 (とうたつてん)
４　吹田市 (すいたし)障 (しょう)がい者 (しゃ)支援 (しえん)プラン (ぷらん)
（第７期 (だい　き)吹田市 (すいたし)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)及び (およ　　)第３期 (だい　き)吹田市 (すいたし)障 (しょう)がい児 (じ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)）の
令和 (れいわ)６年度 (　ねんど)実績 (じっせき)評価 (ひょうか)
（事務局 (じむきょく)から上記 (じょうき)の内容 (ないよう)について説明後 (せつめいご)、質疑 (しつぎ)応答 (おうとう)）

【委員 (いいん)】
質問 (しつもん)①　吹田市 (すいたし)で精神障 (せいしんしょう)がい者 (しゃ)や医療費 (いりょうひ)公費 (こうひ)負担 (ふたん)制度 (せいど)を利用 (りよう)している人 (ひと)が増えて (ふ　　)いるのはなぜか。
質問 (しつもん)②　一般 (いっぱん)市民 (しみん)にも分かりやすい (わ　　　　　)、障 (しょう)がい者 (しゃ)の実態 (じったい)についての情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)はどのように行 (おこ)なっているか。

【会長 (かいちょう)】
質問 (しつもん)①について　精神障 (せいしんしょう)がい者 (しゃ)は全国的 (ぜんこくてき)に増えて (ふ　　)いる。精神障 (せいしんしょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)は所持 (しょじ)したくないが、企業 (きぎょう)等 (とう)で働い (はたら　　　)ており、鬱病 (うつびょう)等 (とう)で通院費 (つういんひ)を負担 (ふたん)してほしいという人 (ひと)が都会 (とかい)では増え (ふ　)ている。

【事務局 (じむきょく)】
回答 (かいとう)①　窓口 (まどぐち)では、鬱病 (うつびょう)等 (とう)のメンタル不調 (ふちょう)が原因 (げんいん)で精神障 (せいしんしょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)を申請 (しんせい)される方 (かた)が多い (おお　　)。令和 (れいわ)5年度 (ねんど)の統計 (とうけい)では、精神障 (せいしんしょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)の所持者 (しょじしゃ)は50代 (だい)が最も (もっと　　)多い (おお　　)。仕事 (しごと)や家庭 (かてい)で重要 (じゅうよう)な立ち (た　)位置 (いち)にいる方 (かた)が多 (おお)く、複雑 (ふくざつ)な社会 (しゃかい)情勢 (じょうせい)の中 (なか)で、心 (こころ)がしんどくなられる方 (かた)がいる。また、就労 (しゅうろう)系 (けい)のサービス (さーびす)や、一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)に戻る (もど　　)ためのトレーニング (とれーにんぐ)をするサービス (さーびす)への申請 (しんせい)が多く (おお　　)、壮年 (そうねん)の方 (かた)の利用 (りよう)が多い (おお　　)傾向 (けいこう)となっている。
回答 (かいとう)②　計画 (けいかく)冊子 (さっし)は図書館 (としょかん)に配架 (はいか)している。まずは障 (しょう)がい者 (しゃ)について知って (し　　)もらうための啓発 (けいはつ)が必要 (ひつよう)だと考えて (かんが　　　　　　)いる。年 (ねん)に一度 (いちど)、障 (しょう)がい者 (しゃ)週間 (しゅうかん)の事業 (じぎょう)を行って (おこな　　　　　　)いるが、限られた (かぎ　　　　　　　)人 (ひと)しか参加 (さんか)しづらいイベント (いべんと)であった。昨年度 (さくねんど)からは吹田市 (すいたし)独自 (どくじ)のゆるスポーツ (すぽーつ)を考案 (こうあん)するなど、広く (ひろ　　)周知 (しゅうち)できるような工夫 (くふう)をしている。今後 (こんご)も啓発 (けいはつ)活動 (かつどう)に力 (ちから)を入れ (い　　)ていく。

【会長 (かいちょう)】
回答 (かいとう)②について　知的 (ちてき)障 (しょう)がい者 (しゃ)にも分かりやすい (わ　　　　　)資料作り (しりょうづく　　　)が合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)で求められて (もと　　　　　　　　　)いる。今後 (こんご)、計画 (けいかく)冊子 (さっし)を作成 (さくせい)する際 (さい)には、分かりやすい (わ　　　　)資料作り (しりょうづく　　　)を心 (こころ)がけてほしい。

【委員 (いいん)】
精神障 (せいしんしょう)がい者 (しゃ)の人数 (にんずう)は、地域 (ちいき)や環境 (かんきょう)によって違い (ちが　　)があるのか。

【会長 (かいちょう)】
精神障 (せいしんしょう)がいは社会 (しゃかい)との相互 (そうご)作用 (さよう)の中 (なか)で生じる (しょう　　　　　)ため、ストレス (すとれす)の多い (おお　　)都会 (とかい)では精神障 (せいしんしょう)がい者 (しゃ)が多く (おお　　)なる傾向 (けいこう)がある。

【委員 (いいん)】
資料 (しりょう)3-4の61～62ページ (ぺーじ)の子ども (こ　　)・子育て (こそだ　　)支援 (しえん)等 (とう)について。聴覚障 (ちょうかくしょう)がい児 (じ)の早期 (そうき)発見 (はっけん)だけでなく、切れ目 (き　め)ない療育 (りょういく)を受 (う)けられるよう、こども発達 (はったつ)支援 (しえん)センター (せんたー)での聴覚障 (ちょうかくしょう)がい児 (じ)の受け入れ (う　い　)を始めて (はじ　　　　)いると思う (おも　　)が、早期 (そうき)療育 (りょういく)の件数 (けんすう)が分かれば (わ　　　)教えて (おし　　　　)ほしい。そこも含めて (ふく　　　　　)A (えー)評価 (ひょうか)なのか。

【事務局 (じむきょく)】
こども発達 (はったつ)支援 (しえん)センター (せんたー)での聴覚障 (ちょうかくしょう)がい児 (じ)・難聴児 (なんちょうじ)への対応 (たいおう)は昨年度 (さくねんど)から進捗 (しんちょく)はないが、課題 (かだい)としては認識 (にんしき)している。

【委員 (いいん)】
市民 (しみん)はそういう事業 (じぎょう)が実施 (じっし)されていることを知らない (し　　　)人 (ひと)が多い (おお　　)。周知 (しゅうち)方法 (ほうほう)も検討 (けんとう)してほしい。

【会長 (かいちょう)】
難聴児 (なんちょうじ)の親 (おや)へは、どういう周知 (しゅうち)が有効 (ゆうこう)か。

【委員 (いいん)】
早期 (そうき)発見 (はっけん)の場 (ば)としては産婦人科 (さんふじんか)。その後 (　　ご)、専門 (せんもん)の病院 (びょういん)を紹介 (しょうかい)されて聴力 (ちょうりょく)検査 (けんさ)を行う (おこな　　　)ので、それら関連 (かんれん)機関 (きかん)で周知 (しゅうち)をしてほしい。

【委員 (いいん)】
[bookmark: _Hlk207964101]質問 (しつもん)①　資料 (しりょう)3-4の33ページ (ぺーじ)の手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)養成 (ようせい)研修 (けんしゅう)事業 (じぎょう)の登録 (とうろく)試験 (しけん)合格者数 (ごうかくしゃすう)について。大阪府 (おおさかふ)は13名 (めい)合格 (ごうかく)しているが、吹田市 (すいたし)は0名 (めい)となっている。手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)を増やす (ふ　　)ための取組 (とりくみ)は行って (おこな　　　　　　　)いるか。
質問 (しつもん)②　資料 (しりょう)3-4の34ページ (ぺーじ)の専門性 (せんもんせい)の高い (たか　　)意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)を行う (おこな　　)者 (もの)の派遣 (はけん)事業 (じぎょう)について。手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)派遣 (はけん)事業 (じぎょう)の利用 (りよう)件数 (けんすう)が0件 (けん)になっているが、手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)派遣 (はけん)の申し込み (もう　　こ　　　)が無かった (な　　　)のか、申し込み (もう　　こ　　　)はあったが条件 (じょうけん)を満たさず (み　　　)却下 (きゃっか)になったのか。実際 (じっさい)に申し込み (もう　こ　　)があった件数 (けんすう)を教えて (おし　　　　)ほしい。私 (わたし)自身 (じしん)も手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)派遣 (はけん)の依頼 (いらい)をしたが、手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)派遣 (はけん)は団体 (だんたい)での責任 (せきにん)でやってくださいと却下 (きゃっか)されたことがある。却下 (きゃっか)になった件数 (けんすう)も示して (しめ　　　　　)ほしい。小さな (ちい　　　　)団体 (だんたい)では手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)派遣 (はけん)ができず、個人 (こじん)で手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)を探し (さが　)て依頼 (いらい)することもあるので、行政 (ぎょうせい)からも何ら (なん　　)かの支援 (しえん)体制 (たいせい)を考え (かんが　　)てほしい。

【事務局 (じむきょく)】
回答 (かいとう)①　手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)養成 (ようせい)研修 (けんしゅう)事業 (じぎょう)は大阪府 (おおさかふ)と吹田市 (すいたし)の共同 (きょうどう)で実施 (じっし)している。年度 (ねんど)末 (まつ)に大阪府 (おおさかふ)から、吹田市 (すいたし)の登録 (とうろく)試験 (しけん)合格者数 (ごうかくしゃすう)は0名 (めい)であったと報告 (ほうこく)を受けて (う　　)いる。手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)を増やす (ふ　　)取組 (とりくみ)としては、吹田市 (すいたし)独自 (どくじ)の講習会 (こうしゅうかい)として手話 (しゅわ)奉仕員 (ほうしいん)養成 (ようせい)講習 (こうしゅう)を毎年 (まいとし)実施 (じっし)している。今年度 (こんねんど)からは手話 (しゅわ)奉仕員 (ほうしいん)養成 (ようせい)講習 (こうしゅう)を受講 (じゅこう)された方 (かた)を対象 (たいしょう)に、更に (さら　　)ステップアップ用 (すてっぷあっぷよう)の講習 (こうしゅう)を実施 (じっし)予定 (よてい)である。
回答 (かいとう)②　吹田市 (すいたし)では2名 (めい)の専門 (せんもん)の職員 (しょくいん)を配置 (はいち)しており、対応 (たいおう)し切れない (　き　　　)場合 (ばあい)は、大阪 (おおさか)ろうあ会館 (かいかん)に委託 (いたく)をしている。現状 (げんじょう)の体制 (たいせい)で対応 (たいおう)できているが、それでも対応 (たいおう)できないような、より高度 (こうど)なものや広域的 (こういきてき)に手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)が必要 (ひつよう)な場合 (ばあい)は大阪府 (おおさかふ)へ依頼 (いらい)する仕組み (しく　)となっている。現状 (げんじょう)ではそのような事案 (じあん)はないため、吹田市 (すいたし)の利用 (りよう)件数 (けんすう)の実績 (じっせき)は0件 (けん)となっている。吹田市 (すいたし)の事業 (じぎょう)としては、社会的 (しゃかいてき)用務 (ようむ)（公共 (こうきょう)機関 (きかん)での各種 (かくしゅ)手続き (てつづ　　)、医療 (いりょう)機関 (きかん)の受診 (じゅしん)等 (とう)）に限って (かぎ　　　　)手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)派遣 (はけん)を認めて (みと　　　　)いるため、趣味 (しゅみ)の範囲 (はんい)や企業 (きぎょう)の合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の保障 (ほしょう)を目的 (もくてき)とした利用 (りよう)はお断り (　　ことわ　　)しているが、お断 (ことわ)りした件数 (けんすう)をお示し (　　しめ　　)することは難しい (むずか　　　　　)。



【委員 (いいん)】
グループホーム (ぐるーぷほーむ)の入居者 (にゅうきょしゃ)4～5名 (めい)に対して (たい　　　　)夜勤 (やきん)の職員 (しょくいん)1名 (めい)で支援 (しえん)するようなことが増えて (ふ　　)いる。資金面 (しきんめん)でも複数 (ふくすう)の職員 (しょくいん)を配置 (はいち)して支援 (しえん)するような体制 (たいせい)が難しい (むずか　　　　　)。自身 (じしん)が所属 (しょぞく)する法人 (ほうじん)で強度 (きょうど)行動障 (こうどうしょう)がいを有 (ゆう)する者 (もの)の受け入れ (う　い　)募集 (ぼしゅう)を行った (おこな　　　　　　)ところ、1名 (めい)の枠 (わく)に対して (たい　　　　)27 (　)名 (めい)の応募 (おうぼ)があった。支援 (しえん)を必要 (ひつよう)とする人 (ひと)の数 (かず)に対して (たい　　　　　)、支援者 (しえんしゃ)の数 (かず)が足りて (た　　)いない。人員 (じんいん)配置 (はいち)に対する (たい　　　　　)施策 (しさく)を検討 (けんとう)してほしい。　　　

【事務局 (じむきょく)】
地域 (ちいき)の支援 (しえん)体制 (たいせい)が整わなければ (ととの　　　　　　　　　　　　　　　)施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の減少 (げんしょう)には繋がらない (つな　　　　　　　　　)と考えて (かんが　　　　)いる。第７期 (だい　　き)吹田市 (すいたし)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)を策定 (さくてい)する際 (さい)には、通所 (つうしょ)系 (けい)サービス (さーびす)の利用者 (りようしゃ)に対して (たい　　　　)グループホーム (ぐるーぷほーむ)の意向 (いこう)調査 (ちょうさ)や、グループホーム (ぐるーぷほーむ)の事業所 (じぎょうしょ)に対して (たい　　　　)重度障 (じゅうどしょう)がい者 (しゃ)の受け入れ (う　い　)体制 (たいせい)があるかどうかの調査 (ちょうさ)を行っ (おこな　　)た。調査 (ちょうさ)結果 (けっか)を踏まえて (ふ　　　)、重度障 (じゅうどしょう)がい者 (しゃ)の受入れ (うけい　　)に係る (かか　　)施設 (しせつ)整備費 (せいびひ)補助 (ほじょ)のメニュー (めにゅー)を令和 (れいわ)６年度 (　　ねんど)から拡充 (かくじゅう)したが、まだ利用 (りよう)実績 (じっせき)が無く (な　)、具体的 (ぐたいてき)にどのような施策 (しさく)が有効 (ゆうこう)なのか検討 (けんとう)が必要 (ひつよう)。次期 (じき)計画 (けいかく)策定 (さくてい)の際 (さい)にも調査 (ちょうさ)を実施 (じっし)しようと考えて (かんが　　　　　　)いる。医療的 (いりょうてき)ケア (けあ)が必要 (ひつよう)な方 (かた)に対する (たい　　　　)看護師 (かんごし)配置 (はいち)の補助 (ほじょ)は実施 (じっし)しているが、それ以外 (いがい)の重度障 (じゅうどしょう)がい者 (しゃ)に対して (たい　　　　　)どのような取組 (とりくみ)を行う (おこな　　　)か、国 (くに)の報酬 (ほうしゅう)改定 (かいてい)も考慮 (こうりょ)しながら取組 (とりくみ)内容 (ないよう)を検討 (けんとう)していく。

５　次期 (じき)計画 (けいかく)策定 (さくてい)（支援 (しえん)プラン (ぷらん)・者 (しゃ)計画 (けいかく)）
６　各作業 (かくさぎょう)部会 (ぶかい)の指名 (しめい)（計画 (けいかく)策定 (さくてい)・手話 (しゅわ)言語 (げんご)等 (とう)促進 (そくしん)条例 (じょうれい)）
（事務局 (じむきょく)から上記 (じょうき)の内容 (ないよう)について説明 (せつめい)）


【会長 (かいちょう)】
手話 (しゅわ)言語 (げんご)等 (とう)促進 (そくしん)条例 (じょうれい)作業 (さぎょう)部会 (ぶかい)については、事務局 (じむきょく)案 (あん)の通り (とお　　)指名 (しめい)する。計画 (けいかく)策定 (さくてい)作業 (さぎょう)部会 (ぶかい)について、当専門 (とうせんもん)分科会 (ぶんかかい)から参加 (さんか)意向 (いこう)のある委員 (いいん)の方 (かた)は挙手 (きょしゅ)をお願い (　ねが　)したい。

川田 (かわた)委員 (いいん)、長井 (ながい)委員 (いいん)、水谷 (みずたに)委員 (いいん)、西村 (にしむら)委員 (いいん)、冨士 (ふじ)野 (の)委員 (いいん)、楠 (くす)委員 (いいん)、川本 (かわもと)委員 (いいん)、野口 (のぐち)委員 (いいん)、小池 (こいけ)委員 (いいん)、大谷 (おおたに)委員 (いいん)、小澤 (おざわ)委員 (いいん)　以上 (いじょう)1１名 (　　めい)が挙手 (きょしゅ)

【会長 (かいちょう)】
他 (ほか)に参加 (さんか)意向 (いこう)のある方 (かた)については、９月 (　　がつ)５日 (　か)（金曜日 (きんようび)）までに事務局 (じむきょく)へ報告 (ほうこく)をお願い (　ねが　　)したい。事務局 (じむきょく)からの報告 (ほうこく)を基 (もと)に会長 (かいちょう)から指名 (しめい)があったものとみなす。

７　その他 (た)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)関連 (かんれん)施策 (しさく)
①地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)・障 (しょう)がい者 (しゃ)施策 (しさく)推進 (すいしん)専門 (せんもん)分科会 (ぶんかかい)の合同 (ごうどう)シンポジウム (しんぽじうむ)
②障 (しょう)がい福祉 (ふくし)分野 (ぶんや)の仕事 (しごと)の魅力 (みりょく)発信 (はっしん)業務 (ぎょうむ)のプロポーザル (ぷろぽーざる)結果 (けっか)
③けんりサポート (さぽーと)すいた
④５歳 (さい)Web (うぇぶ)アンケート (あんけーと)（ここあぽ）を用いた (もち　　　　)５歳 (　　　さい)発達 (はったつ)相談 (そうだん)
（事務局 (じむきょく)から上記 (じょうき)の内容 (ないよう)について説明後 (せつめいご)、質疑 (しつぎ)応答 (おうとう)）

【委員 (いいん)】
質問 (しつもん)①　資料 (しりょう)11-1の５歳 (　　さい)発達 (はったつ)Web (うぇぶ)アンケート (あんけーと)（ここあぽ）について。対象者 (たいしょうしゃ)を「年度内 (ねんどない)に満 (まん)５歳 (　　さい)になる年中児 (ねんちゅうじ)」とした理由 (りゆう)を教えて (おし　　　　)ほしい。
質問 (しつもん)②　吹田市 (すいたし)に住む (す　)対象者 (たいしょうしゃ)全員 (ぜんいん)に実施 (じっし)する予定 (よてい)か。
質問 (しつもん)③　「配慮 (はいりょ)が必要 (ひつよう)と判定 (はんてい)された児童 (じどう)を対象 (たいしょう)に専門 (せんもん)相談 (そうだん)を行う (おこな　　　)」とあるが、誰 (だれ)が判定 (はんてい)するのか。
質問 (しつもん)④　配慮 (はいりょ)が必要 (ひつよう)と判定 (はんてい)された児童 (じどう)は、障 (しょう)がいの種別 (しゅべつ)に関わらず (かか　　　　　　)、関係 (かんけい)機関 (きかん)につないでもらえるのか。

【事務局 (じむきょく)】
回答 (かいとう)①　国 (くに)からも５歳児 (　　さいじ)健 (けん)診 (しん)をするように言われて (い　　　)いる。令和 (れいわ)４年度 (　　ねんど)からこども発達 (はったつ)支援 (しえん)センター (せんたー)で実施 (じっし)しているおひさま相談 (そうだん)を拡充 (かくじゅう)する形 (かたち)で、対象者 (たいしょうしゃ)を「年度内 (ねんどない)に満 (まん)５歳 (　　さい)になる年中児 (ねんちゅうじ)」とした。５歳 (　　さい)くらいから言語面 (げんごめん)の理解 (りかい)や集団 (しゅうだん)生活 (せいかつ)での適応 (てきおう)、社会性 (しゃかいせい)が明らか (あき　　　　)になってくるため、全国的 (ぜんこくてき)にも５歳 (　　　さい)を対象 (たいしょう)としている。
回答 (かいとう)②　吹田市 (すいたし)に住む (す　)対象者 (たいしょうしゃ)全員 (ぜんいん)に実施 (じっし)する。
回答 (かいとう)③　ここあぽは回答 (かいとう)内容 (ないよう)を自動的 (じどうてき)に解析 (かいせき)し、スクリーニング (すくりーにんぐ)される仕組み (しく　)となっている。
回答 (かいとう)④　ここあぽは発達 (はったつ)特性 (とくせい)（社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)や集団 (しゅうだん)生活 (せいかつ)での困り (こま　　)ごと）をスクリーニング (すくりーにんぐ)することを目的 (もくてき)としているが、療育 (りょういく)や言語面 (げんごめん)の相談 (そうだん)があれば専門 (せんもん)職 (しょく)におつなぎする。

【会長 (かいちょう)】
発達障 (はったつしょう)がいではなく、聴覚障 (ちょうかくしょう)がいや視覚障 (しかくしょう)がいの疑い (うたが　　　)についても自由 (じゆう)記述欄 (きじゅつらん)等 (とう)を用いて (もち　　　　)、療育 (りょういく)や相談 (そうだん)機関 (きかん)につなぐ機能 (きのう)はあるのか。

【事務局 (じむきょく)】
ここあぽは、そのような目的 (もくてき)のものではないため、発達障 (はったつしょう)がい以 (い)外 (がい)の障 (しょう)がいについては、乳幼児 (にゅうようじ)健 (けん)診 (しん)の中 (なか)で発見 (はっけん)していく。

【委員 (いいん)】
今年 (ことし)の２月 (　　　がつ)に障 (しょう)がい福祉室 (ふくししつ)へ、手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)養成 (ようせい)や手話 (しゅわ)の勉強会 (べんきょうかい)を行う (おこな　　　)予定 (よてい)があるか問い合わせ (と　あ　　)をしたが、予定 (よてい)は無い (な　)との回答 (かいとう)であった。今後 (こんご)、手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)養成 (ようせい)や手話 (しゅわ)の勉強会 (べんきょうかい)を行う (おこな　　　)予定 (よてい)はあるか。

【事務局 (じむきょく)】
年度 (ねんど)当初 (とうしょ)に手話 (しゅわ)奉仕員 (ほうしいん)養成 (ようせい)講習 (こうしゅう)の募集 (ぼしゅう)を行って (おこな　　　　　　　)いるが、次 (じ)年度 (ねんど)の予算 (よさん)が３月 (　　　がつ)に承認 (しょうにん)されるため、問い合わせ (と　あ　　)をいただいたタイミング (たいみんぐ)では実施 (じっし)すると回答 (かいとう)できなかった可能性 (かのうせい)がある。

〇事務局 (じむきょく)から連絡 (れんらく)事項 (じこう)

【事務局 (じむきょく)】
今年度 (こんねんど)の障 (しょう)がい者 (しゃ)施策 (しさく)推進 (すいしん)専門 (せんもん)分科会 (ぶんかかい)は、全２回 (ぜん　かい)の開催 (かいさい)を予定 (よてい)している。第2回 (だい　　　かい)については、令和 (れいわ)8 (　)年 (ねん)3月 (がつ)頃 (ごろ)に開催 (かいさい)予定 (よてい)。詳細 (しょうさい)が決まり次第 (き　　　　しだい)お知ら (　し　)せする。

（以上 (いじょう)）
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